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卒業生の皆さん、長い人は、幼稚部から 12年間、本

校に通い続け、今日の日を迎えました。現地校と日本

語学校、そしてそれぞれの学校の宿題や課外活動で努

力と苦労の連続であったことと思います。これまでの

皆さんのがんばりに、まずは大きな拍手を贈ります。 

引き続き本校で学ぶ人、今日の日を一区切りとし

て、新たな挑戦を開始する人と様々ですが、これまで

頑張ってきたことを糧に大きく前に進んでいってく

ださい。 

新型コロナウイルスの蔓延で、本年度の授業は全て

オンラインで行うことになりました。本校の誰もが楽

しみにしていた運動会や特別授業も実施できません

でした。極めて残念であると思います。一方、新たな

可能性も見えてきました。高等部が力を合わせて取り

組んだ SDGs Project では、インターネットで数千キ

ロも離れた他の補習授業校の生徒とつながるととも

に、意見を交換しながら地球的問題群の解決方法を模

索するという先進的な学びを経験しました。また、中

学部の皆さんはオンライン授業の中で、プロジェクト

学習を実施。生徒会活動も形を変え、仲間意識を醸成

するための企画や読み聞かせ等、オンラインならでは

の工夫に富んだ活動を展開しました。 

私は、これらのことから、本年は、コロナウイルス

に苦しめられながらも、力を合わせてそれに打ち勝っ

た１年であると断言したいと思います。 

早晩、対面授業も再開されます。来年度は、対面で

実施する学びや行事を思う存分楽しみながら新たな

歴史を築いていきましょう。 

校長 森 宏介    教頭 佐藤 晋一 

平成３１年４月５日、私は佐藤教頭先生と共にワ

シントンの地を踏みました。海外勤務３回目とは言

え見ず知らずの地に赴任するわけですから不安がな

かったと言えば噓になります。 

赴任直後は、目が回る忙しさでした。初出勤は到

着日の午後。事務局で本校の性格や運営方針に関す

るレクチャーを受けました。翌６日は、休養日を返

上して聖心ＳＲ校を訪問。教室配置等を確認すると

ともに、関係者に挨拶して回ったことを思い出しま

す。７日は、最初の授業日でした。朝７時に聖心Ｓ

R校に入り準備しなければなりません。最初の仕事

は職員室に荷物を搬入することです。次に待ってい

たのはカフェ４から机と椅子を各教室に運ぶ仕事で

した。初めての事でもあり、１時間たっても終わら

なかったことを懐かしく思い出します。翌週の土曜

日は「ワシントン桜祭り」に参加。その翌日は入学

式と目まぐるしい日々が流れました。時差ボケを感

じる余裕もありません。 

それからもう２年が過ぎようとしています。２年

目はコロナ禍で授業の全てがオンラインに。卒業式

も実施できませんでした。残念な事ですが、コロナ

のおかげで得たものも少なくありません。オンライ

ン授業の可能性や共働学習のよさを実感できたこと

はなによりの成果です。 

帰国後は、地元に戻り新採用教員の指導役にあた

ります。皆様には大変お世話になりました。ここで

の経験を生かし、新たな道を力強く歩んでいきたい

と思っています。 
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